
令和２年　９月

（一社）沖縄県サッカー協会

新型コロナウイルス感染拡大防止対策の為、下記を遵守して下さい。

1.以下の事項に該当する場合は自主的に試合の参加を見合わせて下さい。

　・当日自宅にて検温を行い37.5度以上の熱がある場合。

　・体調が良くない場合。

　・同居家族や身近な人に感染が疑われる方がいる場合。

　・過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされる国、地域等

　　への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合。

2.試合会場にての対応

大会担当者

　・大会担当者は非接触型検温器及び手指消毒液を常備する。

　・来場時には手指消毒及び検温を徹底して実施する。

　・大会担当者はチェック時に選手・役員全員の検温を行い37.5度以上

　　の熱がある選手・役員は試合に参加する事ができないので帰宅を宣告して下さい。

　・大会参加者のチェックリストを用意する。（選手、チーム役員、来場者）

（チェックリストとは、クラスター発生時に全員と連絡が取れること）

チーム

　・試合前のアップ、試合中以外は必ずマスクを着用して下さい。

　・試合前、終了後の整列しての挨拶、円陣は行わないようにして下さい。

　・ベンチではマスクを装着し、間隔をおいて着席するようにして下さい。

　・水の回し飲みはやめ、マイドリンク（ボトル）を持参して下さい。

　・握手、ハイタッチ、ハグは行わないようにして下さい。

　・つばを吐く、手鼻をかむなどの行為は行わないようにして下さい。

　・常にソーシャルディスタンスを意識して行動を行って下さい。

（●人との間隔はできるだけ２ｍ（最低１ｍ以上）あけること。）

その他

１．（一社）沖縄県サッカー協会主催行事に関する観客動員について

2.大会期間中に参加チーム及び大会関係者に感染者が出た場合速やかに県協会に報告し

　協議の上、以降の大会開催について決定する。

以上、他に思い当たる事があれば感染症拡大防止の為に積極的に実施して下さい。

（一社）沖縄県サッカー協会新型コロナ感染拡大防止ガイドライン

　人と人の距離を十分に確保できること（出来るだけ２ｍ）を条件に動員を認める

　ものとする。

（ただし上記チェックリストを遵守することを条件とする。）



令和２年 11月 

 （一社）沖縄県サッカー協会新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドライン 

 4種委員会（ジュニア委員会）補足事項 

                       (一社)沖縄県サッカー協会 4種委員会 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策の為、（一社）沖縄県サッカー協会では、 

ガイドラインを策定しております。本ガイドラインは、4種委員会としての観点から、 

これに補足・追記するものの位置づけとなります。下記を遵守して下さい。  

 

大原則： 政府、自治体、学校、スポーツ協会等の自粛方針を尊重した上で、  

関わる全ての方の健康及び安全を最優先する。  

方針：  ①大会主催上位団体の方針（ガイドライン）を優先とする。 

     ②県協会主催大会の開催は、総合的に鑑みて各種別 にて判断するが、 

最終責任は（一社）沖縄県サッカー協会に帰する。 

 

1. 以下の事項に該当する場合は自主的に試合の参加を見合わせて下さい。  

・『2020 年度沖縄県サッカー協会ジュニア委員会主催・主管大会における参加条件につ

いて』に該当する場合 

2. 試合会場にての対応  

《大会運営担当者》 

・大会役員・チーム役員・選手と、それ以外の参加者（保護者等観戦者）が 

 立ち入るエリアを明確に区別するよう努力すること。IDを導入すること。 

 大会役員・チーム役員・選手が立ち入るエリアにおいては、受付を設置し、 

 入場者全員の検温と連絡先を記録すること。 

ただし、次の 2点で上記代替とする。 

① 【審判・運営担当者】健康チェックシートの提出（10日分の検温記録） 

  ※各大会 1日目および週跨ぎの開催日は来賓を除き義務 

② 【チーム役員・選手】エントリー表による提出 

  ※健康チェックシートは別途指定あり 

上記連絡先記入簿、健康チェックシート、エントリー表については 2週間保管 

すること。また、求めに応じて提出できる状態とすること。 

使用会場団体から提出を求められた場合、コピーの上、提出すること。 

・各試合前には、観客に対し、観戦時の留意事項をアナウンスすること。 

 （会場内放送、または、ハンドスピーカー等によるアナウンス） 

・運営簡素化の検討・努力を行い、少人数での運営を試みること。特に本部での 

密状態を回避すること。 



《チーム》 

・ベンチ内の選手のマスク着用は、過呼吸防止の観点から緩和し不要とします。 

・ベンチ内の指導者はマスクを着用すること。（コーチング時も着用） 

・アップ時、ベンチ内では、他選手と共用のビブスの着用を控えること。 

チーム統一での、ジャージ、セカンドユニフォーム等を着用すること。 

・会場での滞在時間を可能な限り、短くするよう努力すること。 

 (アップ直前の来場、試合後ミーティングは別途実施等) 

《観戦者》 

・観戦以外の時間帯、簡易テント等を設営しての待機を行わないこと。 

・観戦時以外の時間帯の来場を控えること。 

・指定された観戦場所を遵守すること。 

・観戦時はマスクを着用すること。 

・人との間隔はできるだけ 2m（最低 1m）あけること。 

・応援において次の事項を禁止します。 

－ 応援を扇動する。  

－ 声を出しての応援、指笛 ・手拍子  

－ タオル、大旗を含むフラッグなどを“振る”もしくは“回す”  

－ メガホン等の使用  

－ 太鼓等の鳴り物  

－ ハイタッチ、肩組み 

 ３．チーム役員、選手、審判、運営担当者の健康チェックシートについて 

 ・健康チェックシートは大会当日を含めて 10日分の検温を記録すること。 

    ・【チーム役員・選手】については、大会開催日により、次の対応を行うこと 

     《同一週に 1日のみ開催・2日以上連続開催の初日》 

健康チェックシートを全役員、選手分回収、記入内容を確認の上、 

エントリー表に体温、確認チェックを記入の上、健康チェックシート原本を 

受付で提出する。 

《2日以上連続開催の 2日目以降》 

 健康チェックシートの提出は不要。エントリー表に体温を記入すること。 

 ・【審判・運営担当者】については、大会開催日により、次の対応を行うこと 

     《同一週に 1日のみ開催・2日以上連続開催の初日》 

   健康チェックシートを受付に提出し、IDを受け取り、常時携帯すること。 

《2日以上連続開催の 2日目以降》 

   該当者が参加 1日目である場合、健康チェックシートを受付に提出すること。 

      2日目以降である場合、受付で検温チェックの上、参加者名簿を記載すること。 

受付で、IDを受け取り、常時携帯すること。               



2020 年度 沖縄県サッカー協会ジュニア委員会主催・主管大会における参加条件について 

 

 2020 年度に沖縄県サッカー協会ジュニア委員会が主催・主管する大会等について、今般の状況を鑑

み、選手・指導者及びチームの参加について、従来の大会参加の条件に以下を加えることとする。 

 

【選手の参加を認めない場合】 

1 選手が新型コロナウイルス感染症（以下「感染症」）に罹患している場合 

2 
感染症の治療後、医師あるいは保健所等から日常生活に係る諸活動について制限を課せられ

ている場合。（保護者への聞き取りで判断することとし、診断書等の提出は求めない。） 

3 
選手が感染症に罹患した者の接触者（以下「濃厚接触者」）として、保健所から自宅待機の指

示を受けている場合。 

4 
選手と同居する者が、濃厚接触者に特定されている場合。 

※但し、濃厚接触者が PCR 検査結果で陰性(-)の場合は除く 

5 
選手が在籍する小学校が感染症拡大防止のため、臨時休業中の場合において、 

学校⾧がスポーツ活動の中止、もしくは、自粛を求めた場合。 

 

【指導者の参加を認めない場合】 

1 指導者が感染症に罹患している場合 

2 
感染症の治療後、医師あるいは保健所等から日常生活に係る諸活動について制限を課せられ

ている場合。（本人への聞き取りで判断することとし、診断書等の提出は求めない。） 

3 指導者が濃厚接触者として、保健所及び所属先等から自宅待機の指示を受けている場合。 

4 
指導者と同居する者が、濃厚接触者に特定されている場合。 

※但し、濃厚接触者が PCR 検査結果で陰性(-)の場合は除く 

 

【チーム参加を認めない場合】 

1 チーム内で罹患者が５名以上発生している（「クラスター」が発生している状態にある）場合。 

2 保健所や行政等から、感染症拡大防止のため活動自粛を求められている場合。 

 

【その他】 

健康チェックシート未提出者は、いかなる理由があっても大会への参加を認めない。 

 


